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Ⅰ 「守れ いのちを！地域の防災」講演会の開催

日時：平成 21 年 2 月 3 日（火）

場所：パレス神戸 ２F 大会議室

主催：NPO 法人 ひょうご地域防災サポート隊

後援：兵庫県・神戸市・兵庫県まちづくり技術センター

・兵庫県住宅建築総合センター

プログラム

（E ディフェンスでの実験結果についてのビデオ放映）

解説 兵庫県 災害対策課参事 城戸史郎

・安全な住まい方と住宅の耐震化について

関西学院大学 総合政策学部 教授 室崎益輝

・家具等の転倒防止対策の実際について

東京消防庁 防災部震災対策担当副参事 川村達彦

○（講演内容その 1）

安全な住まい方と住宅の耐震化につい

室崎 益輝

１・ 大震災の教訓・・建築物の危機管理

建築物の「地震に備えての危機管理」が欠落

し ていた！

２・大震災での死亡の原因は?

住宅の構造や造作、管理などが死亡に密接に関

わっている

３・大震災での倒壊の原因は?

「作り手」の設計施工、「住み手」の維持管理、そして「導き手」の監督指導が問

われている

４・震災被害の防止をいかに図るか？
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震災被害の軽減を図るには、減災サイクルに従った建築物の危機管理が欠かせない

５・維持保全と耐震補強

住まいの作法の喪失、あるいは衰退が、住宅の脆弱化を生んでいる

６・耐震補強とは？

建築物の建替え、改築、補修、補填などにより、耐震性を高めて、被害の軽減（倒

壊の確率や倒壊による死傷の確率の低減）をはかること

７・耐震補強の方法は？

耐震補強の方法には、破壊をもたらす地震動の①エネルギーに堪えうる構造とする、

②エネルギーを和らげる構造とする、の２つがある

８・耐震補強の必要な建物は？

さしあたり「地震時の倒壊により人的被害が予想される建物」に耐震化が要求され

る

９・耐震化はなぜ進まない？

耐震化を阻む「5 つの壁」がある（資金・技術・制度・意識・運動）

10 ・耐震化を進めるために・・

私の提案 「家検制度」の提案

11 ・ところで「耐震化主義」の問題点

近視眼的に耐震化だけを追求してはならい４つの問題点（・地域全体・火災危険・

維持管理・再建支援）

○（講演内容その 2）

家具等の転倒防止の実際について
川村 達彦

１・東京消防庁の概要

２・地震時における家具類の転倒落下の実態

３・家具類の転倒防止対策の必要性

４・家具類の振動実験（１・２回目）

転倒防止金具・オフィス家具の振動実験

５・新潟県中越沖地震での家具転倒

６・家具類の振動実験（３回目）

・壁構造に着目した実験
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７・家具類の転倒落下防止対策のまとめ

地震時における家具類の転倒落下の実態

家具類の転倒防止対策の必要性

家具類の振動実験

８・転倒防止金具に着目した振動実験

平成 16 年 8 月 23 日～９月６日

９・ オフィス家具、家電製品の振動実験

平成 17 年８月 23 日～９月 13 日

10 ・壁構造に着目した振動実験

平成 20 年２月１日～2 月 29 日

柏崎市民へのヒアリング及びアンケート調査

家具類の転倒･落下
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Ⅱ 地域防災や減災知識の普及・啓発活動

A ・自主事業

平成 20 年度、ひょうご地域防災サポート隊は、自主事業として、北播磨地

域、西播磨地域、淡路地域の 9 箇所と大阪市内の 2 箇所において防災講演会及

び出前講座を実施し、1,435 人の県民の方々等に防災の普及啓発活動を行いま

した。

（１）防災知識の普及・啓発活動 一覧表 実施箇所 11 箇所

NO 年月日 講 演 対 象 会 場 担当者

１ 平成 20

・5 ・22

多可町 管理職防災研修会

100 名

多可町ｳﾞｪﾙﾃﾞｲﾎｰﾙ 伊藤

（梶谷）

２

・5 ・30

多可町 職員防災研修会

150 名

多可町公民館 阿山

（武部）

３

・6 ・09

宍粟市連合自治会 防災研修会

60 名

宍粟市防災センタ

ー

伊藤

（武部）

４

・6 ・26

兵庫県道路公社 職員等防災研修

45 名

播但連絡道路管理

事務所

中濱

（寺田）

５

・6 ・29

洲本市内町連合町内会防災訓練･

防災講演会 390 名

洲本市立第二小学

校体育館

西垣

（高崎）

６

・8 ・10

淡路地域ビジョン

「くにうみ夢会議」 100 名

淡路市ふるさとセ

ンター

西垣

７

・8 ・29

心豊かな西播磨推進会議

防災研修 60 名

西播磨総合ﾘﾊﾋﾞﾘｾ

ﾝﾀｰ

伊藤

（梶谷）

８

・9 ・07

洲本市・大森谷防災学習会

40 名

洲本市大森谷公会

堂

西垣

９

11 ・ 15

蘭岳会 関西支部総会・防災研修

50 名

大阪市北区中津

ホテルコムズ

寺田

10 平成 21

・1 ・24

加西市社会福祉協議会

ボランティアのつどい 400 名

加西市健康福祉会

館

阿山

（武部）

11

・２・20

北辰会例会・防災研修

40 名

大阪市北区中津

ホテルコムズ

寺田
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12

・３・８

三木市防災リーダーの会

DIG 研修会 20 名

三木市役所 伊藤

高崎

（２）各地域での活動状況

１・多可町管理職防災研修

演題 「多可の安全安心のために」

～リーダーに求められる役割を考える～

○開催日時： 平成 20 年 5 月 22 日(木)

10 時 30 分～、13 時 30 分～

○開催場所： 多可町ｳﾞｪﾙﾃﾞｲﾎｰﾙ 会議室

○講演者 ： 伊藤道司 （補助者：梶谷義昭）

○講演対象： 多可町 管理監督職員（課長補佐

以上）約 100 名

○研修内容：

① 今なぜ、自主防災なのか

② 大震災や 23 号台風を振り返って

③ 多可の安全安心のために

④ 日ごろの防災・危機管理

⑤ リーダーに求められる役

２・多可町職員防災研修会

演題 「危機管理の心構え」

○開催日時： 平成20年5月30日(金) 10時

○開催場所： 多可町公民館 ２階会議室

○講演者 ： 阿山耕三（補助者：武部信行）

○講演対象： 多可町職員 約 150 名

○研修内容：

① 近年の異常気象と自然現象

② 洪水ハザードマップを用いた防災減災対策

③ 地震・活断層の豆知識と防災・減災対策
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④ 自助・共助の重要性と仕組みづくり

⑤ 多可町地域防災計画の重要性と留意点

３・宍粟市連合自治会 防災研修会

演題 「自主防災組織の活性化について」

○開催日時： 平成 20 年 6 月９日(月) 15 時 30 分～

○開催場所： 宍粟防災センター ５階 大ホール

○講演者 ： 伊藤道司 （補助者：武部信行）

○講演対象： 宍粟市連合自治会 地区連合自治会長 約 60 名

○研修内容：

① 兵庫県の CG ハザードマップについて

② 今なぜ、自主防災なのか

③ 阪神・淡路大震災から 13 年を迎えて

④ 平成 16 年 23 号台風他の経験から

⑤ 地域の防災力向上をめざして

４・兵庫県道路公社職員等防災研修

演題 山崎断層帯に起因する地震等への防災・減災を考える

○開催日時： 平成 20 年 6 月２６日(木) 13 時 00 分

○開催場所： 播但連絡道路管理事務所（福崎）１階

会

議室

○講演者 ： 中濱公生 （補助者：寺田良幸）

○講演対象： 道路公社職員、播但道路沿線市町職員

約 45 名

○研修内容：

① 山崎断層とは、震度階

級について

② 東南海、南海地震等に

関する専門調査会にお

ける検討状況

③ 播但連絡道路沿線の地形地質の現状と播但道及びその沿道の過去の自然災例④

地震や降雨の最近の状況

⑤ 道路公社の危機管理（自然災害、人的災害に対する）の現状
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⑥ 今後の防災・減災対策に向けて

５・洲本市内町連合町内会 防災訓練・防災講演会

演題 災害に対する平時からの備え（台風 23 号を教訓に）

○開催日時： 平成 20 年 6 月 29 日（日）10：30～

○開催場所： 洲本市立第二小学校 体育館

○講演者 ： 西垣嘉夫（補助者：高崎伸彦）

○講演対象： 住民・日赤奉仕団など対象者約 390 名

○講演内容

① 台風 23 号洲本川での被害状況を写真で紹介

② 気象状況と被災状況

③ ダムの役割と効果

④ 被災原因と社会基盤整備の効果

⑤ 淡路島から一人の死者も出さ

ないための取り組みを

⑥ 住宅耐震化と家具の固定

６・淡路地域ビジョン「くにうみ夢会議」

○開催日時： 平成 20 年 8 月 10 日（日）13：00～

○開催場所： 淡路市ふるさとセンター（旧一宮町多賀ふるさとセンター）

○参加対象： 淡路地域ビジョン委員会 委員約 100 名

○ファシリテーター： 西垣嘉夫

○部会での討議内容

・住民参加（特に子供の参加が効果大）による防災マップづくりの必要性と効果

・安全な社会基盤整備の必要性、情報公開の必要性、防災教育の必要性など
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７・心豊かな美しい西播磨推進会議 防災研修

演題 「地域の自主防災力の向上について」

○開催日時： 平成 20 年 08 月 29 日(金) 14 時 50 分～

○開催場所： 西播磨総合リハビリセンター 研修交流センター １階 交流ホール

○講演者 ： 伊藤道司 （補助者：梶谷義昭）

○講演対象： 心豊かな美しい西播磨推進委員会

（西播磨地域の連合自治会長他) 約 60 名）

○研修内容：

① CG ハザードマップについて

② 今なぜ、自主防災なのか

③ 阪神・淡路大震災から 13 年

④ 平成 16 年 23 号台風の教訓

⑤ 自主防災組織の向上をめざし

⑥ リーダーの果たすべき役割

８・洲本市・大森谷防災学習会

演題 「災害に対する平時からの備え」

～台風 23 号の教訓を生かす～

○開催日時： 平成 20 年 9 月 7 日（日）10：00

○開催場所： 洲本市大森谷公会堂

○講演者 ： 西垣嘉夫

○講演対象： 町内会住民 約 40 人
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○講演内容

① 台風 23 号の洲本川での被害状況を写真で紹介

② 気象状況と被災状況

③ ダムの役割と効果

④ 被災原因と社会基盤整備の効果

⑤ 淡路島から一人の死者も出さないための取り

組みを

⑥ 住宅耐震化と家具の固定

９・平成 20 年度 蘭岳会(室蘭工業大学同窓会関西支部)総会・防災研修

演題 「地域防災に付いて」

○開催日時：平成 20 年 11 月 15 日(土) 15 時 30 分～16 時 10 分

○開催場所：大阪市北区豊崎 3 丁目、ホテルコムズ大阪

○講演者 ：ひょうご地域防災サポート隊 寺田良幸

○講演対象：関西同窓会員(大阪､京都､兵庫､和歌山､奈良､滋賀）参加人員 50 名

○講演内容

① 私の体験から

② 関西地区で予想される主な自然災害

③ みんなで備える自然災害 ④ 私からの提言

10 ・加西市社会福祉協議会「第 10 回ボランティアのつどい」防災講演会

演題 「防災のまちづくり」

～ボランティアの役割について～

○開催日時： 平成 21 年 1 月 24 日(土) 9 時 30 分～

○開催場所： 加西市健康福祉会館 大会議室（ホール）

○講演者 ： 阿山耕三（補助者：武部信行）

○講演対象： 加西市社会福祉協議会構成団体（33 団体） 約 400 名

○講演内容：

① 災害列島日本 ② 活発な地震活動

③ 集中豪雨の激化と水害 ④ 兵庫県ＣＧハザードマップ
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⑤ 災害・防災におけるボランティアの役割

11 ・平成 20 年度 北辰会第二回例会・防災研修

演題 「災害時代を生きぬく」 ～学び、備える～

○開催日時：平成 21 年 2 月 20 日(金) 18 時～

○開催場所：大阪市北区豊崎 3 丁目 ホテルコムズ大阪

○講演者 ：ひょうご地域防災サポート隊 寺田良幸

○講演対象：会員(32 社) 参加人員；約 40 名

○講演内容：① 私の体験から ② 大阪付近で予想される主な自然災害

③ 災害時代を生きぬく

12 ・三木防災リーダーの会 災害図上訓練研修会

講師補助員

○開催日時： 平成 21 年 03 月０８日(日) 8 時 00 分～15 時 45 分

○開催場所： 三木市：市役所 5 階会議室

○参加者： 三木防災リーダーの会 9 名

○講 師：（三木市職員 高谷防災課長、荒田主査 ）

講師補助： 伊藤道司、高崎伸彦 （県職員・長谷川正和）

○研修内容：

2 班に分かれて現地確認から参加型災害図上訓練（DIG）の演習、及びとりまと
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めまで熱心に訓練された。参加者は、ひょうご防災リーダー研修の修了者であり、

防災に関する基礎知識を持っている方々でスムーズに訓練できた。
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B ・ひょうご安全の日推進事業

（地域防災や減災知識の普及・啓発活動 ）

平成 20 年度の「ひょうご安全の日推進事業」助成を得て、西播磨地域と但馬地域の５

箇所で出前講座を実施し、７６５人の県民の方々に防災の普及啓発を行いました。また、阪

神北県民局と連携し、川西市など４市が実施した総合防災訓練の会場にテントブースを設置

し、防災訓練に参加した県民の皆さんにチラシやパネルを用いて防災知識の普及啓発を行い

ました。

（１）普及・啓発活動一覧表

種別

NO 実施日 講演対象 会場・参加者 担当者

出前講座

１

1月28日 太子町たちばな大学

防災研修受講者

太子町中央公民館

200 人

伊藤

2

2月23日 相生市若狭野連合自

治会員及び一般住民

若狭野多目的研修セ

ンター 45 人

伊藤

３

3 月 7 日 赤穂市連合自治会

正副会長他

赤穂市民会館

30 人

伊 藤 （ 中

濱）

４

3 月 7 日 相生市那波野連合自

治会役員・隣保長他

那波野福祉活動セン

ター 70 人

伊 藤 （ 中

濱）

５

3月10日 香美町自主防災組織

会員、消防団、他

香美町香美文化会館

150 人

寺 田 （ 梶

谷）

防災訓練

１

1月15日 川西市民 川西市東久代公園

400 人

山口、西垣

２

1月16日 宝塚市民 宝塚市末広防災公園

1000 人

梶谷、西垣

３

1月18日 伊丹市民 伊丹市猪名川河川

600 人

中濱、寺田

４

1月25日 三田市民 三田市城山公園

500 人

梶谷、寺田
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（２）出前講座の開催による防災・減災に関する普及啓発活動状況

１・太子町たちばな大学 防災研修

演題「守れ いのちを！ 地域の防災」 “家庭ですべき地震対策”

○開催日時： 平成 21 年 1 月 28 日(水) ９時 30 分～

○開催場所： 太子町公民館 3 階 大ホール

○講演者 ： 伊藤道司

○講演対象： 太子町たちばな大学 一般教養講座 研修生 200 人

○研修内容： ① 阪神・淡路大震災の記憶 ② 必ず起こる南海地震

③ 内陸部地震（兵庫県内） ④ E-デｲフェンス加震実験

⑤ 家庭ですべき地震対策 ⑥ 防災力の向上をめざして

２・相生市若狭野地区連合自治会 防災研修

演題「守れ いのちを！ 地域の防災」“家庭ですべき地震対策”

○開催日時： 平成 21 年 2 月 23 日(月) 18 時～

○開催場所： 若狭野多目的研修センター 2 階 ホール

○講演者 ： 伊藤道司

○講演対象： 若狭野地区単位自治会役員及び一般住民 45 人

○研修内容： ★ 今なぜ、自主防災なのか

① 伝えよう過去の記憶 ② 16 年台風 23 号などの教訓

③ 相生で想定される風水害 ④ 阪神・淡路大震災の教訓

⑤ 必ず来る東南海・南海地震 ⑥ 防災力の向上をめざ
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３・赤穂市自主防災組織リーダー等養成 防災研修

演題「守れ いのちを！ 地域の防災」～地域の自主防災力の向上について～

○開催日時： 平成 21 年 03 月 07 日(土) 10 時～

○開催場所： 赤穂市民会館 大ホール

○講演者 ： 伊藤道司 （補助者 中濱公生）

○講演対象： 赤穂市単位自治会 正副会長及び自主防災組織での中核的な方

300 名（単位自治会 95×3 名、出席率 60～70％）

○研修内容：★ 今なぜ、自主防災なのか

① 伝えよう過去の記憶 ② 16 年台風 23 号などの教訓

③ 赤穂で想定される風水害 ④ 阪神・淡路大震災の教訓

⑤ 必ず来る東南海・南海地震 ⑥ 防災力の向上をめざして

４・相生市那波野地区連合自治会 防災研修

演題「守れ いのちを！ 地域の防災」～地域の自主防災力の向上について～

○開催日時： 平成 21 年 03 月 07 日(土) 15 時～

○開催場所： 那波野福祉活動センター

○講演者 ： 伊藤道司 （補助者 中濱公生）

○講演対象： 相生市那波野地区単位自治会役員、隣保町及び一般住民 70 名

○研修内容：★ 今なぜ、自主防災なのか

① 伝えよう過去の記憶 ② 16 年台風 23 号などの教訓

③ 相生で想定される風水害 ④ 阪神・淡路大震災の教訓

⑤ 必ず来る東南海・南海地震 ⑥ 防災力の向上をめざして
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５・香美町自主防災組織研修会・ひょうご防災カレッジ

演題 「自主防災組織の強化」 ～学び備える～

○開催日時； 平成 21 年 3 月 10 日(火) 14 時～15 時半

○開催場所； 香美町立香住文化会館 大会議室

○講演者 ： 寺田良幸 （補助者 梶谷義昭）

○講演対象： 自主防災組織役員、消防団、一般町民 150 名

○研修内容： ① 香美町の地理 ② 私が経験した自然災害

③ 今後、香美町で予想される主な自然災害

④ みんなで学び備える

（３）各地域での防災訓練会場における防災・減災に関する普及啓発活動状況

１・川西市防災訓練において

○開催日時： 平成 21 年 1 月 15 日（木）9 時

○開催場所： 川西市東久代運動公園

○説明者 ： 山口征宏、西垣嘉夫

○対象者 ： 訓練に参加した自主防災組織の会員など

川西市民訓練参加者 約 400 人

○配布資料：

・「わが家の耐震改修促進事業」

・「家具の転倒防止対策の方法と効果」「ストップ 河

川 水難事故」・「災害に備えて年に一度は行

動を」防災保存用軍手タオル

○出展パネル・ブースの設置（阪神北県民局）

・ E―デイフェンスにおける家具の転倒実験の状況写真

・家屋の耐震診断、耐震化促進災害に備えて年に一度は

行動を などパネル 12 枚
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２・宝塚市防災訓練において

○開催日時： 平成 21 年 1 月 16 日（金）9 時

○開催場所： 宝塚市末広防災公園

○説明者： 梶谷義昭、西垣嘉夫

○対象者： 訓練に参加した自主防災組織の会員

など宝塚市民訓練参加者 37 団体

1000 人

○配布資料（パンフレット等）

・「わが家の耐震改修促進事業」

・「家具の転倒防止対策の方法と効果」

・「ストップ 河川水難事故」・「ひょうご防災ネッ

ト」

・「災害に備えて 年に一度は行動を」 防災保存用

軍手タオル

○出展パネル・ブースの設置（阪神北県民局）

・ E―デイフェンスにおける家具の転倒実験の状写真

・わが家の耐震診断、耐震化促進

・災害に備えて年に一度は行動を などパネル 12 枚

３・伊丹市防災訓練において

○開催日時： 平成 21 年 1 月 18 日（日）9 時～12 時

○開催場所： 猪名川河川敷公園

○説明者 ： 中濱公生、寺田良幸

○対象者 ： 訓練に参加した自主防災組織の会員など伊

丹市民 訓練参加者 600 人

○配布資料（パンフレット等）

・「わが家の耐震改修促進事業」

・「家具の転倒防止対策の方法と効果」

・「ストップ 河川水難事故」

・「ひょうご防災ネット」のチラシ

・「災害に備えて 年に一度は行動を」 など

・防災保存用軍手タオル

○出展パネル・ブースの設置（阪神北県民局）

・ E―デイフェンスにおける家具の転倒実験の状況写真

・家屋の耐震診断、耐震化促進
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・災害に備えて年に一度は行動を などパネル 12 枚

４・三田市防災訓練において

○開催日時： 平成 21 年 1 月 25 日（日）13 時 30 分

○開催場所： 三田市城山公園

○説明者 ： 梶谷義昭 寺田良幸

○対象者 ： 訓練に参加した自主防災組織の会員など三田市民

訓練参加者約 600 人

○配布資料(パンフレット等)

・「わが家の耐震改修促進事業」

・「家具の転倒防止対策の方法と効果」

・「ストップ 河川水難事故」

・「ひょうご防災ネット」

・「災害に備えて 年に一度は行動を」 など

・防災保存用軍手タオル

○出展パネル、ブースの設置（阪神北県民局）

・ E―デイフェンスにおける家具の転倒実験の状況写真

・家屋の耐震診断、耐震化促進

・災害に備えて年に一度は行動を などパネル 12 枚

地域防災

自分の命は
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C ・兵庫県県土整備部委託事業
（山崎製パン（株）からの防災活動資金寄付による事業）

（地域防災や減災知識の普及・啓発活動 ）

（１）全国初の取り組み

この業務は、県と防災協定を締結している山崎製パン㈱からの防災活動資金寄付で行い

ました。県としても企業寄付による「県民への防災知識の普及啓発活動」としては、全国

初の取り組みです。これを契機として、今後も企業協賛による防災教育を進めることが期

待されます。

なお、山崎製パン㈱は阪神・淡路大震災当時、被災翌日からパン 100 万個を被災者に

無償提供するなど、被災地の食料調達に大きく貢献しました。

また県とは、災害救助に必要な食料調達に関し、最大 146 万個のパン供給について平

成８年７月に協定を締結しています。

（２）防災知識普及啓発推進業務 活動箇所一覧表
実施箇所 10 箇所

NO 年 月 日 講 演 対 象 会 場 担当者

１ 平成 20 年

10 月 5 日

姫路市香寺中寺校区自主防災

ネットワーク 30 名

姫路市立香寺公民

館 伊 藤 （ 中

濱）

２

11 月 6 日

三木市防災リーダーの会

研修会 20 名

三木市役所

阿 山 （ 梶

谷）

３

11月16日

阪神南県民局 阪神南地域

きずなフェスタ 280 名

尼崎市中央地区県

民交流広場

西垣・高崎

（溝口）

４

11月17日

語り部等ボランティア研修

セミナー 30 名

人と防災未来セン

ター 阿 山 （ 伊

藤）

５

11月29日

阪神北県民局ひょうご

防災カレッジ 200 名

川西市商工会館経

済交流センタ 寺 田 （ 西

垣）

６ 平成 21 年

1 月 15 日

篠山市管理職・職員防災研修

160 名

篠山市民センター

阿 山 （ 寺

田）

７

1 月 15 日

加西市管理職防災研修

40 名 加西市役所 武 部 （ 伊

藤）

８ 相生市自主防災組織
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1 月 20 日 リーダー養成研修 35 名 相生市民会館 伊 藤 （ 武

部）

９

2 月 8 日

三木市自主防災組織研修

200 名

三木市文化会館

小ホール 寺 田 （ 阿

山）

１０

3 月 14 日

黒田庄地区まちづくり住民

防災研修 130 名

西脇市黒田庄公民

館 伊藤

（３）各地域での活動状況

１・姫路市香寺町中寺校区 自主防災ネットワーク･グループ防災研修

演題 「守れ いのちを！地域の防災」

～地域の自主防災力の向上について～

○開催日時： 平成 20 年 10 月 5 日(日) 13 時～15 時

○開催場所： 姫路市立香寺公民館 1 階 多目的室

○講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 伊藤道司 （補助者 中濱公生）

○講演対象： 姫路市香寺町中寺校区 地域自主防災ネットワークグループ 約 30 人

○講演内容： ① 今なぜ、自主防災なのか ② 阪神・淡路大震災の教訓

③ 家具等の地震時挙動実験 ④ 平成 16 年 23 号台風の教訓

⑤ 自主防災組織の向上をめざして

２・三木防災リーダーの会研修会

演題 「局地的な集中豪雨に対する自助と減災」

○開催日時： 平成 20 年 11 月 6 日（木） 19 時～20 時 30 分

○開催場所： 三木市役所 ５階 会議室

○講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 阿山耕三 （補助 梶谷義昭）

○講演対象： 三木防災リーダーの会 参加人数 20 名

○講演内容： ①平成 20 年の集中豪雨 ②近年の豪雨災害

③都賀川水難事故 ④防災リーダーの役割
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３・阪神南地域きずなフェスタ

防災コーナーでのミニ防災講演会・展示パネル

○開催日時： 平成 20 年 11 月 16 日（日）12 時 00 分～ と 14 時 30 分～

○開催場所： 尼崎市中央地区県民交流広場コミュニティプラザ

○講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 西垣嘉夫 高崎伸彦（補助者 溝口壽孝）

○講演対象： 来場者の一部 １回目 4１、２回目 38 人、計 79 人

その他：防災パネル展示への来場者、約 200 人

○講演内容

①わが家の耐震診断、耐震改修の必要性と支援

策

②家具転倒防止の必要性とその対策方法

③大雨から身を守るために知っておきたいこと

④兵庫県 CG ハザードマップの活用方法

⑤尼崎の高潮と洪水

４・語り部等ボランティア研修セミナー

演題 「ＣＧハザードマップの読み方」

○開催日時： 平成 20 年 11 月 17 日（月） 15 時～16 時 30 分

○開催場所： 人と防災未来センター

○講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 阿山耕三 （補助 伊藤道司）

○講演対象： 人と防災未来センター運営ボランティア センター友の会 30 名

○講演内容： ①インターネットに接続し、「兵庫県ＣＧハザードマップ」の洪水編・土
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砂

災害編・津波編・高潮編・ため池編及びそれぞれの学習編を説明

５・阪神北県

民局ひょうご

防災カレッジ ～川西市自主防災会の集い～

演題 「みんなで学び備える」

○開催日時： 平成 20 年 11 月 29 日（土）

○開催場所： 川西市商工会館経済交流センター

○講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 寺田良幸 （補助 西垣嘉夫）

○講演対象： 県市町防災担当職員・機関職員・ボランティア・自主防災災リーダー

一般県民 参加人数： ２００名

○講演内容：①阪神北部の地理 ②自然災害について

③今後、阪神北部で予想される主な自然災害 ④4 みんなで学び備える

６・篠山市管理職・職員防災研修

演題 「危機管理の心構えについて」

○開催日時： 平成 2１年 1 月 15 日（木）10 時～12 時・13 時 30 分～15 時 30 分

○開催場所： 篠山市民センター ２階 ホール

○講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 阿山耕三 （補助 寺田良幸）

○講演対象： 篠山市役所管理職員・防災関係職員 １６０名

○講演内容： ①災害列島日本 ②活発な地震活動
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③集中豪雨の激化と水害 ④兵庫県のハザードマップ

⑤地域防災計画に基づく危機管理の心構え

７・加西市管理職防災研修

演題 「危機管理の心構えについて」

～大震災、23 号台風災害の経験から～

○開催日時： 平成 2１年 1 月 15 日（木） 15 時～16 時 30 分

○開催場所： 加西市役所 多目的ホール

○講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 武部信行 （補助 伊藤道司）

○講演対象： 加西市役所管理職員 ４０名

○講演内容： 阪神大震災と 23 号台風の記憶

①地震の発生メカニズムと山崎断層 ②地球温暖化と集中豪雨

③地域防災のありかた兵庫県のハザードマップ

④行政関係者の心構えと役割

⑤ひょうご防災サポート隊が今、力いれてやっていること

８・相生市自主防災組織リーダー養成研修

演題 「地域の自主防災力の向上について」

○開催日時： 平成 21 年 1 月 20 日(火) 18 時 20 分～

○開催場所： 相生市市民会館 2 階 多目的室
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○講演者： ひょうご地域防災サポート隊 伊藤道司 （補助者 武部信行）

○講演対象： 相生市連合自治会 総務会 地区連合自治会長 35 名

○講演内容：

1 今なぜ自主防災なのか（E-デフェンスでの実物震動実験の動画放映）

2 相生市で想定される災害

3 平成 16 年 23 号台風の教訓

4 阪神・淡路大震災の教訓

5 自主防災力の向上をめざして

９・三木市自主防災組織育成研修会

演題 「地域防災力の強化」 ～ 学 び

備える～

○開催日時： 平成 21 年 2 月 8 日（日） 14 時 30 分～16 時 30 分

○開催場所： 三木市文化会館催 ： 三木市

○講演者 ： 兵庫地域防災サポート隊 寺田良幸 （補助 阿山耕三）

○講演対象： 三木市自主防災士 ２００名

○講演内容： ①三木市の地理 ②私が体験した自然災害

③今後三木市で予想される主な自然災害 ③みんなで学び備える

１０・西脇市黒田庄地区防災セミナー（第２部）

演題 「守れ いのちを！ 地域の防災」

～地域の自主防災力をたかめるために～

○開催日時： 平成 21 年 03 月 14 日(土) 19 時 30 分～

○開催場所： 西脇市黒田庄公民館 2 階大ホール・研修室

○講演者 ： ひょうご地域防災サポート隊 伊藤道司
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○講演対象： 西脇市黒田庄地区まちづくり住民会議 130 名

○講演内容： 今なぜ、自主防災なのか

①16 年台風 23 号などの教訓 ②黒田庄で想定さ

れる風水害 ③阪神・淡路大震災の教訓 ④必ず来

る東南海・南海地震

⑤家具等の地震時挙動実験防災力の向上をめざして
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Ⅲ 地域コミュニテイの防災力向上に関する調査研究
（NPO 提案型・第 2 年次―ひょうごボランタリー基金行政・ NPO 協働事業）

○19年度から取り組んでいる防災力向上に関する事業の年度フロー

○20年度事業化計画の検討結果の報告

（１）19 年度 企画提案した 3 つの柱に 6 つの事業

１ 地域防災指導者の育成と協働

１）地域防災指導者の育成・登録・派遣システム(案)の提案

２）防災マニュアル等の点検と引継ぎ用試案の作成

２ 地域防災指導者等への防災知識・活動の普及・啓発

３）防災研修等による防災知識・活動の普及・啓発

４）DIG 等の協働作業による防災知識・活動の普及・啓発

３ 住宅の耐震化、家具等の転倒防止対策の促進

５）耐震化対策の説明・ PR 用パワーポイント等の作成

６）転倒防止対策グッズの収集・評価・展示方法の提案
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（２）20 年度 事業化計画の提案と 21 年度実施方向

１ 地域防災指導者の育成・登録・派遣システム(案)の提案

A 調査・研究

①各県民局・市町へヒアリングを行い、各県民局・市町での防災指導者の育成・

録・派遣に関する現状と意向を調査した。

②県防災局や広域防災センターなどと協議し、指導者の育成・登録・派遣システ

ムを検討した。

（ただし、ここで言う地域防災指導者とは、・ひょうご防災リーダー・北はりま

塾生・自主防災組織のリーダー・その他とする）

③ひょうご防災リーダーの活動動向を調査した。

B 20 年度 事業化計画の提案

①広域防災センターで実施している、ひょうご防災リーダーの終了生は、本年

末で約600人となる。その中で既にグループで活動しているもの、あるいは、今

後しようとしている人たちが出てきている。

しかし、同センターのフォローアップ研修において修了生471人に案内したと

ころ、56人の参加にとどまっているのが現状である。これらのことから地域防災

指導者として育成・登録・派遣できるシステムの構築には、まだ 2～3 年の期間

が必要と判断される。そのため、県防災局・広域防災センター・市町で引き続き

フォローアップ研修などを行い育成・登録していくことを提案する。

②地域の防災力向上には、ひょうご防災リーダーの役割が非常に重要であるが

淡路、西播磨、但馬・丹波地域は研修修了生が極めて少ない。
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なかでも淡路地域は、災害に見舞われる可能性が高い地域である割に、参加者

が極めて少ない状況である。三木の広域防災センターで受講するために交通費等

も割高な環境にあるため、南淡路市は助成制度を設けていると聞いているものの

参加がない状況である。そこで、淡路をはじめとする各地域での、ひょうご防災

リーダー研修の実施などにより県下各地域の防災力の向上を提案する。

C 21 年度 実施方向

21 年度：淡路地域、22 年度：西播磨地域、23 年度：但馬地域・丹波地域で

の、ひょうご防災リーダー研修の実施を県防災局、広域防災センターまたは県民

局に要望する。この事業の推進については、ひょうご地域防災サポート隊として

も出前講座等の参加など、協力・支援していきたい。

２ 地域防災マニュアル案の点検と引継ぎ用試案の作成

A 調査・検討

都道府県の防災に関するホームページから、自主防災組織への取り組みを調査

するとともに、県内の市町に対する地域防災力の向上に関するアンケートやヒア

リング調査において「防災マニュアル等を作成している。」と回答があった市町

のホームページから調査を行った。また、静岡県の自主防災活動マニュアル(引継

ぎ用)などを参考に調査・検討した。

これらの調査・検討結果を踏まえ地域の自主防災組織や自治会で必要最小限の

本当に利用しやすい防災マニュアルの内容を検討した。

B 20 年度 事業化計画の提案

地域防災マニュアル作成にあたり、地域コミュニテイ単位の引継ぎ用として必

要な項目を整理し提案する。

①自主防災活動の役目 ②各種台帳整備 ③地域の世帯・家族名簿(世帯・名

前・電話他)・災害時要援護者名簿（名簿、封印済み封筒、担当者を決める方法

等）

・地域のチャンピオン名簿（医師・看護士、機械運転士、無線技師、栄養士、土

木建築関係者、他） ④町内の防災基本マップ（防火水槽、消火栓、消防倉庫、

地域防災器具と鍵、水防器材庫と鍵、自治会防災器具庫、第一避難所、第二避

難所などの場所 ⑤防災器具の種類と保管者（土嚢、杭、つるはし、ハンマ

ー、ジャッキ、はしご、簡易トイレ、一輪車、担架、毛布、非常食、大釜、大

鍋など）
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⑥風水害時の注意事項⑦地震時の注意事項⑧その他

C 21 年度 実施方向

これらの項目について、各自治体や数地区の地域防災組織などにヒアリングを

行うなどして、標準的な「地域防災マニュアル」として作成する。また地区の協

力が得られれば、数地区の引継ぎ用の「防災マニュアル」を作成したい。

３ 防災研修等による防災知識・防災活動の普及・啓発

A 普及・啓発

市町職員、地域自治会、自主防災組織リーダーやひょうご防災リーダーなどに

対し防災研修会・出前講座などにより防災知識・防災活動の普及啓発を推進して

きた。

B 20 年度 事業化計画の提案

特に地震防災、安全な住まい方、住宅の耐震化、家具等の転倒防止などを中心

に据えた防災・減災対策の出前講座・研修会の開催や、防災・減災対策の展示、

あるいはイベントへの参加などの活動を展開していくため、地震災害を中心とし

たパワーポイントなどを整備した。

一方、各地域からの要請による風水害を主とした出前講座・研修などは引き続

き県土整備部との協働事業などで実施することとする。

C 21 年度 実施方向

地域コミュニテイの防災力向上には、各地域での計画的な防災知識・防災活動

の普及・啓発が必要なため、それぞれの県民局の活動方針を踏まえて推進するも

のとし、前述の地域防災指導者の育成・登録・派遣システムの構築という目標も

見据えながら進めていく。

また、県や市町や我々を含め関係団体が実施している色々な研修会や、講演会

などを体系的に運営することで、地域防災力のレベルアップができないか検討す

る必要がある。各講座を連携することで「地域に根ざした「防災リーダー」の育

成が可能になるのではないか検討する。

地域

防災リーダー
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４ DIG 等による防災知識・防災活動の普及・啓発

A 調査・研究

防災指導者等に DIG 等などにより防災知識・防災活動を普及・啓発することが重

要な視点であるが、このモデル地域での試行については、これが実施できにくい

下記の課題が横たわっている。

まず通常実施されている「DIG の図上訓練」は、

①地域の現地踏査等により、まちの災害に対す強い面、弱い面を調べる。

②そして室内の机上に広げた白図に河川・道路・鉄道等を書き込み、その上に避

難所・市役所・公民館・警察・消防・病院・福祉施設等を書き込んでいく。

③その後、想定される被害状況を図面に落し込み、安全対策や避難経路、防災課

題などについて参加者が討議し整理するものである。

これを本格実施するには、1～2日の日程が必要となる。しかし、市町へのアン

ケート調査の結果からも、自治会組織と自主防災組織が同じである地域が多く、

また地区のリーダーは多方面の業務などで多忙である。

また高齢化や防災意識の低下などにより、図上訓練をする場合も 2～3 時間程

度が限度と考えられる。従って、もっとシンプルで短時間に出来る防災マップ作

りなどを検討する必要があることが判明した。

B 20 年度 事業化計画の提案

元広域防災センターの長谷川和正氏の協力を得て検討し、2～3 時間でできる防

災マップ作りの事業化計画を提案する。

C 21 年度 実施方向

「2～3 時間でできる防災マップづくり」を数か所の地区で試行することによ

り、より広く県民に親しまれ、かつ有用な「防災マップづくり」として県下の各

地域に広く活用されるように推進していく。

又、県防災教育のさらなる充実を図るために、

講座に「兵庫県 DIG トレーナー講座」を加え

るなどして、県として、我々を含め防災関係

団体の DIG 指導者育成をし、「防災リーダ

ー」等に DIG による防災の普及啓発を促進し

てもらうよう要望していく。
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５ 住宅耐震化対策の説明・ PR 用パワーポイント等の作成

A 調査・研究

住宅の耐震化方策の推進方法と課題について、各自治体の取り組み状況をヒア

リングやアンケート調査するとともに、建築指導・災害対策課に現状と課題の指

導を受けながら調査・研究し、また室崎先生に講演を依頼し住宅耐震化対策と住

まい方に関して調査・研究した。他、本法人の役員が実施中の耐震改修事業につ

いて「我が家の耐震改修事業」として、現状と課題をまとめた。

例）住宅耐震化や家具等の転倒防止対策が、なかなか進まない理由をお聞かせください

B 20 年度 事業化計画の提案

A の調査研究結果や、E―デフェンスを用いた振動実験映像などを活用し、住

宅の耐震化を普及啓発するために、耐震化の必要性と対策等の説明・ PR 用パワ

ーポイントなどを作成した。

C 21 年度 実施方向

説明・PR用パワーポイント等により、特に地震防災、安全な住まい方を中心に据

えた防災・減災の出前講座・講演会・研修会の開催やイベントなどへ参加し、地

域コミュニテイの防災力の向上を図っていく。

また資料-11 の「体験を踏まえての耐震改修促進の課題」を踏まえて、工事の

完成を待って「我が家の耐震対策工事」として、普及啓発用のパワーポイントと

してまとめる。
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６ 家具等の転倒防止対策グッズの収集・評価・展示方法の提案

A 調査・研究

家具等の転倒防止対策等について、各自治体の取り組み状況をヒアリングやアン

ケート調査するとともに、兵庫県が取り組んだ「E-デフェンスを用いた安全性の

評価実験」（21 ・ 2 ・ 6）を見学した。

また東京消防庁防災部川村副参事に、東京消防庁の調査・研究結果の具体的な

内容を講演、教授してもらうなどし、それらを参考に、グッズの収集・評価・展

示方法を調査・検討した。また今後の提案のため、「家具転倒防止用のグッズ」

等の情報収集を行った。

B 20 年度 事業化計画の提案

E―デフェンスの振動実験映像（整理中）や東京消防庁の調査・研究結果等を活

用し、家具等の転倒防止対策の必要性や対策等の説明・ PR 用のガイドや、チラ

シなどを作成し普及啓発した。

また、本法人の役員が挑戦している「わが家の挑戦（家具等の転倒防止対

策）」をパワーポイントにまとめた「「我が家の挑戦」取り付け事例

C 21 年度 実施計画

役所はグッズの推薦等はできない、市民は民間の訪問販売などは不安である、

だから我々NPO が転倒防止対策を提案することは重要である。

そのため、説明・PR用パワーポイント等により、地震防災、安全な住まい方な

どを中心に据えた防災・減災の出前講座・研修会などの実施や、各種イベントへ

の参加などにより、地域コミュニテイの防災力の向上を図る。
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我々の地域防災活動への

ご支援ご協力

ありがとうございました。

今後ともよろしくご指導ください。

平成 21年 7 月 ひょうご地域防災サポート隊

特定非営利法人 ひょうご地域防災サポート隊

役員 代表 伊藤道司

阿山耕三 梶谷義昭 高尾善昭 高崎伸彦 武部信行 寺田良幸

中濱公生 西垣嘉夫 前田昌俊 溝口壽孝 山口征宏

（監査 久井常之 田中庸雄）


